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鷹島町における高血圧者の健康調査

(2) 栄養調査報告

伊藤和枝＊伊東淑子＊

上園慶子＊＊川崎晃一＊＊

Health Investigation on Hypertensive Men and Women in Takashima. 

(2) Report of Nutrient Intake and Food Consumption Structure. 

Kazue ITOH*, Yoshiko ITOH*, Keiko UEZONO** 

and Terukazu KAWASAKI** 

I . はじめに

健康状態を左右する要因は多岐にわたるが，なかで

も食生活の要因はその根幹をなすものとされる。しか

しながら，一つの地域を取りあげた場合，その地域に

は食生活を規定する因子が多くあり，そこで培われた

食習慣が根強く存在するため画ー的には論じられな

し)

わ゚れわれは鷹島町健康づくりの一環としてまず手は

じめに高血圧者を対象とした成人病検診を行った2)

が，同一被検者を対象に食物摂取状況を調査し，食物

消費の実態を把握するとともに実践的指導のための資

料を得ることを目的とした。

ここでは，栄養調査の報告を行い，血圧区分による

食物摂取状況についても検討したのでその一部を報告

する。

間

11 • 方法

1. 食物摂取状況調査

(1) 食物摂取状況調査票による調査

1) 時期：昭和 59年 8月 1日より 4月までの 4日

2) 対象：前報と同じ対象者である。

3) 調査内容：

厚生省健康指標策定委員会の調査様式4)を用いて面

* Nakamura Gakuen College. Fukuoka 814, Japan 

接聞きとり法により行った。調査にあたっては調査員

は予備テストを行い，森本ら9)が指摘している設問の

聞きとり方および食品の数量化について事前の研修を

重ねた。資料の集計は各食品群ごとの食品重量をもと

に，自己秤量式調査結果から作成した食品群別荷重平

均成分表を用いて栄養素等摂取量を算出した。森本

ら9)は本調査と同じ調査票による調査の集計に重量法

（自己秤量式）により算出した食品群別荷重平均成分

表を用いることにより，調査票と重量法の成績に有意

差のないことを報告している。地域で得た食品群別荷

重平均成分表を用いることにより調査票による調査成

績も信頼度の高いものと考えられる。

(2) 自己秤量式食事調査

1) 時期：健康調査期間中の連続 3日間

2) 対象：健康調査対象者の中から任意抽出した

27世帯

3) 調査内容：

国民栄養調査氏九州実践栄養研究会8)の調査に準

じて実施した。 1日1回調査員が訪問して内容を確認

した。資料の算定には四訂日本食品成分表!)を用い

た。

2. 医学的検査

前報2)に同じである。

なお資料の解析には，中村学園大学大型電算機富士

通FACOMM130Fを用い栄養素等摂取量で 1%の

** Institute of Health Science, Kyushu University 11. Kasuga 816, Japan 
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棄却検定をして行った。

111 • 結果ならぴに考按

1. 食品群別摂取量

健康科学

対象者の食品群別摂取量を表 1に示した。食品群分

類は調査票の様式から，肉魚大豆・卵・乳・野菜・果

物・穀類・芋• さとう・油脂・アルコール・漬物の 11

群とした。

男女間の摂取量を比較してみると，魚・肉・大豆，

穀類，アルコールが男性に多く，果物，さとうは女性

に多かった。また漬物は男 50士13g, 女 58士14gで

差はみられなかった。

摂取状況の特殊性をみるために直接の比較は妥当で

ないと思われるが，対象者には農業従事者が最も多く

約 36%を占めていたので昭和57年国民栄養調査5)の

農家世帯と比較を行った。全国平均を大きく下回るも

のは，乳 (46.4%), 油脂 (37.6%), 芋 (35.9 %) 

であり，また上回っているものは，アルコールと漬物

でとくにアルコールは際立って多かった。なおアル

コール摂取量の構成比は，日本酒41.6%, 焼酎

31.1 %, ビール 26.5%, その他 1.2%であった。ま

た魚肉・穀類・野菜・さとうの摂取量に差はみられな

かった。

魚肉類の摂取割合を秤量調査成績からみると重量比

で魚介類約 120g (95 %) , 獣鳥肉類 7g (5 %)で

あった。昭和57年国民栄養調査結果の全国平均 1人

1日当たり摂取量は魚介類90. 2 g (54 %) , 獣鳥肉類

第8巻

70.8 g (46 %)で全国の平均的な食物摂取状況とは

異なる対象者の姿がみられた。また穀類の摂取内訳を

みると米 88.3%, パン 1.7 %, めん 10.0%で米を主

体とした食形態であった。

平均摂取量の変動係数の大きいものは，乳・果物・

芋・アルコール・油脂・卵でこれらの食品摂取量には

個人差の大きいことがわかる。なかでも乳類は男女共

に全く摂取していない人が約 54%もあった。牛乳・乳

製品はカルシウム，カリウム，ビタミン恥の供給源

として他の食品では補充しがたい食品であり指導の方

向づけが示唆された。また油脂を全く使用していない

人が約 20%あり，卵は歴史的背景10) もあって 12% 

の人が摂取していなかった。この傾向は男女とも同様

であった。アルコールも男性の 25.9%の人が全く摂

取していない一方， 1日400ml以上摂取している人が

27.6 %もあった。

総じて半農半漁の土地柄から米や魚介類が入手しや

すく，漬物・アルコールの摂取の多いことが特徴とい

える。

2. 調理・調味形態の出現頻度

秤量調査の結果から調理・調味形態の 1人 1日平均

出現頻度を表 2-1,2-2に示した。主食では飯物が

2.8回で3食とも「めし」の型であった。副食では漬

物が2回，次いで生物，調理しない物，汁物，煮物，

和え物と和風の調理形態が多く，油を使った炒め物，

揚げ物の頻度は少ない。お膳の図を描いてみると「め

し」と漬物・汁物を含めた 3品の組合せが平均的な型

表 1 食品群別摂取量 (g/日）

男 (n =115) 女 (n=135) 

M士S.D. M土S.D.

魚・肉類 140士 53*** 115土 38

卵 類 30土 18 30士 17

乳 類 55土 76 53士 76

野 菜 類 224士 80 235士 86

果 物 類 122士104 155̀土―112** 

穀 類 381土135*** 292士 96
し) も 類 41士 37 49士 38

砂 糖 類 55土 28 63土 28*

油 脂 類 10士 7 10土 7

アルコール類 235士225*** 15士 46

漬 物 類 50士 13 58士 14

***: P <0.001 男女間の有意差 M: 平均値
**: P <0.01 // S.D.: 標準偏差
* : P < 0. 05'//  
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表 2-1 調理形態出現頻度 (1日平均） 表 2-2 調味形態出現頻度 (1日平均）

調理形態 出 現 頻 度 調味形態 出 現 頻 度

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

物

’
>
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き
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ン

なし理
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調

汁

煮

和

焼

炒

揚

ゆ

蒸

飯

麺

パ

M 士 S.D

2.0士 1.0

1.9士 1.3

1.2士 1.5

1.1土 0.4

1.0士 0.6

0.9土 0.6

0.6士 0.6

0.2土 0.3

0.2土 0.3

0.1士 0.2

0.0土 0.1

2.8士 0.3

0.4土 0.4

0.0土 0.1

(%) 

(15. 9) 

(15. 5) 

(9. 2) 

(8. 7) 

(7 .8) 

(7.3) 

(4.6) 

(1.8) 

(1.5) 

(-) 

(-) 

(22. 7) 

(3.5) 

(-) 

よし

み

ゆ

そ

ぷ
ノ

ズ

う

ス

プ

他

一

ツ

酢

塩

ネ

と

一

ャ

の

ヨ

チ
マ

さ

ソ

ケ

そ

M 土 S.D

2.3土 0.9

1.2土 0.5'

0.7土 0.5

0.5土 0.5

0.3士 0.5

0.2土 0.3

0.1土 0.3

0.0'土,0.1 

0.0士 0.1

(%)  

(44. 3) 

(23. 2) 

(12. 5) 

(9 .1) 

(5.7) 

(2. 9) 

(1.5) 

(-) 

(-) 

計 5.3士 1.5 (100. 0) 

計 12.4士 3.3 (100.0) 

表3 栄養素等摂取状況

男
(n=ll5) 

女
(n= 135) 

エネルギー

(kcal) 

たん白質
(g) 

脂 肪
(g) 

繊 維
(g) 

Ca 
(mg) 

p 
(mg) 

Fe 
(mg) 

Na 
(mg) 

K 
(mg) 

ビタミンA
(IU) 

ビタミンB1
(mg) 

ビタミンBz
(mg) 

ビタミンC
(mg) 

2419土676

60.0土10.7

30.6土8.4

3.3士1.6

316士178

1063士302

6.4士1.8

7147土1856

1975土849

895土578

0.57土0.16

1.08土0.61

31土24

1860士470

48.3士7.5

27.1士7.9

3.0土0.8

262土113

852土219

5.5土1.4

6645土1492

1816士536

871士325

〇.45士0.12

0.54土0.20

34土15

M土S.D.

として想像された。また調味形態も同様に日本型で

あった。

3. 栄養素等摂取状況

1人 1日当たりの栄養素等摂取量を表 3に示した。

摂取状況を標準化するために個人の性別・年齢・労作・

体位の程度により，昭和 54年8月策定の日本人の栄

養所要量算出の基準”にもとづいた各個人の 1日当た

り栄養所要量を算出し，所要量に対する摂取量の充足

率を求め図 1に示した。

男女共にエネルギー摂取量に過不足はなく，たん白

質，脂質，カルシウム，鉄，ビタミンA, ビタミン

B1, ビタミン B2, ビタミンCに不足がみられた。食

塩の平均摂取量は男 18.2g, 女 16.9gで昭和 57年国

民栄養調査成績の全国平均値 12.4gより約 5g多く，

全国で最も摂取量の高い東北地方の 14.6gを上回る

ものであった。またカリウム摂取量は推奨値 2gを

やや下回る成績であった。したがって Na/K(g)比は

3.7と高値を示した。

男女間の充足率に差がみられたものは，たん白質，

脂質，カルシウム，鉄，ビタミン B2で脂質では女性

の充足率が高値を示したが，その他の栄養素では男性

が高値を示し男性の食物摂取状況がわずかによい成績

であった。

不足のみられたたん白質の食品群別摂取構成比をみ

ると図2のとおりで，穀類の構成比が全国平均に比べ
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図2 たん白質・脂肪の食品群別構成比(%)

（ ）内は摂取量 (g) を表わす。9

て大きく穀類への依存が高いことがわかる。一方魚肉

類からの構成比には差がみられなかったが摂取量には

10gの不足がみられた。同様に脂質の食品群別構成

比をみると魚肉類からの構成比は全国平均に比べてや

や小さく先の魚と肉の摂取割合が影響していることが

わかる。

総体的に栄養素充足率の著しい不足は，乳類，卵

類，油脂類の摂取が少ないことと一致する成績であ

り，これらの食品に多く含まれる微量栄養素の不足が

明らかにみられた。また国民栄養調査成績と比較する
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にあたっては調査時期が夏期であり緑黄色野菜の出回

りが少ないことの影響も一部考慮する必要があろう。

栄養比率は，たん白質エネルギー比，脂質エネル

ギー比とともに推奨値（たん白質エネルギー比

12,---..,13 %, 脂質エネルギー比 20,---..,25%)より低く，

糖質過多の状況がみられた（表 4)。ちなみに穀類工

表4 栄養比率（％）

ネルギー比は 54.1%で昭和 57年国民栄養調査成績5)

の全国平均 47.1%, 農家世帯平均 50.3%を上回って

おり，たん白質の食品群別構成比で穀類の占める割合

が全国平均値より大きかったようにエネルギー構成比

においても同様であった。また動物性たん白質比は

40.1 %で推奨値をようやく維持している状態であっ

男 (n=115) 女 (n=135) 

M c.v. M c.v. 

たん白エネルギー比 10.0 15.0 10.5 14.2 

脂質エネルギー比 11.6 32.7 13.3 36.8 

穀類エネルギー比 54.5 19.6 53.6 18.8 

動 た ん 比 39.9 25.5 40.3 21.5 

動 脂 比 42.6 32.1 39.8 29.6 

C.V.: 変動係数（％）

r炉

（％） 
100 ---

男

Ener Prot Fat※ Ca Fe V. A V. 81 V. 82 V. C Na k
 

(%) 

100 --

女

Ener Prot Fat※ Ca Fe V. A V. 81 V. 82 V. C Na k
 

図 3 血圧区分別にみた栄養素摂取充足率

※図 1脚注参照

仁］正常血圧

厄2境界域高血圧
区〗高血圧 • P < 0.05 
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た。動物性脂肪比は 41.4%で油脂の使用量が少ない

にも拘らず近年憂慮されている動物性の脂肪の過剰摂

取はみられない。このことは魚介類と獣鳥肉類の脂肪

含量に明らかな違いがあり動物性食品の大半を魚介類

で摂取している地域の良い特性と思われた。さらに近

年魚類の脂肪酸の有効性も報告されており，この食物

摂取傾向は今後もより推進されることが望まれる。

4. 血圧と食物摂取状況

検診時に測定した血圧値をWHOの基準6)により

正常血圧，境界域，高血圧の 3区分に分類した。また

降圧剤を服用している人は全て高血庄として食物摂取

状況を比較した。血圧 3区分による栄養素等摂取充足

率を男女別に比較し図 3に示した。その結果男性の正

常血圧群と高血圧群の間に差がみられ，たん白質，

鉄，ビタミン B1の充足率は高血圧群で低く不足が大

きかった。しかし血圧と関わりの深いと思われるナト

リウム摂取量は正常血圧 7,746土1,468mg, 高血圧

6,826士1,979mgで高血圧群が有意に低く食塩にして

約 2gの差がみられた。血圧とたん白質の関連につ

いては多くの報告があり菊地ら3) も本成績と同じ傾向

の報告を行っている。食塩摂取量については既報の意

識調査で「減塩をしている」と答えた人が高血圧群に

は63%もあり，減塩の有無による栄養素等摂取充足

率の比較を行った。その結果，エネルギー，たん白

質，ビタミン Bi,食塩摂取量は「減塩をしている人」

が「減塩をしていない人」に比べていずれも少なかっ

た。同様に食品群別摂取量をみると穀類・漬物・さと

うに差がみられ，「減塩をしている人」が有意に少な

かった。すなわち減塩のために漬物の摂取を控え，同

時にごはんの量まで少なくなっていることが予測され

た。穀類はこの対象にとっては重要なたん白質源であ

り，摂取量の減少が与える影響は大きいと思われた。

なお高血圧群の「減塩をしていない人」と正常血圧群

との間には，栄養素等摂取充足率に差はなく，食塩摂

取量は「減塩をしていない人」が有意に多かった。

5. 食物消費構造

豊川11)は食物消費の実態には，各食品群間に密接

な関連のあることを究明し，これらの関連を総括して

食物消費構造と名付け同時に食物消費の二次元空間で

視覚的に説明することを提唱している。

そこで 11群に分類した摂取食品量を変量として各

食品群間の相関係数を求め表 5に示した。男性と女性

では食物消費構造がことなり男性では穀類と魚肉類，

穀類と漬物，さとうと野菜，乳と卵，さとうと漬物に
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補完関係がみられた。女性では魚肉類と野菜，魚肉類

とさとう，卵とさとう，卵と油脂，野菜と果物，野菜

と穀類，果物と油脂に補完関係がみられ，女性に相関

関係の出現頻度が多く食べ方に定まった型の存在する

ことがうかがえた。

この食品の相関関係を視覚的にとらえやすくするた

めに多変量解析の主因子解バリマックス法を適用し

た。分析結果は表6のとおりで固有値 1.0以上の因子

は少なく，あえて第3因子まで抽出した。 3因子の累

積寄与率は男 59.4%, 女 63.2%であった。共通性

0.5以上のものは男性では漬物，さとう，果物であり

女性では野菜で，これらの食品群が因子の決定に深く

かかわっていることがわかる。

因子負荷量をみると男性の第1因子は漬物の負荷量

が0.782と最大で次いでさとう (0.412),穀類

(0. 378)があり，「素食因子」と読みとれた。第 2因

子は野菜 (0.596), さとう (0.559),油脂 (0.291) 

があり「副食因子」と読みとり，第 3因子には，魚・

肉・次いでアルコールがあり「飲酒因子」と考えられ

た。女性の第 1因子には油脂 (0.639),卵 (0.410),

果物 (0.290)があり「洋風因子」と読みとれ，第 2

因子に穀類，卵，野菜，魚肉，さとうがあり「和風食

事因子」，第 3因子には，野菜，魚，果物があり「副

食多食因子」と読みとった。

第 1因子・第2因子で空間を設定し各食品群の位置

づけをおこない男女別に食物消費パターンを求め図 4

に示した。食事を規制する因子が少なく単純な食構造

がみられた。近い位置関係にある食品が組み合されて

食べられていることを示し，男女共に穀類，漬物，魚

肉が補完関係にあり，一緒に摂取されていることがわ

かる。しかし男性では野菜がこれらの食品と遠い位置

にあり，ごはん，魚，漬物と野菜が組み合されて摂取

されていないことを示し男性の食べ方の特徴と思われ

た。女性では，ごはん，魚，野菜，漬物が近い位置に

あり組合せて摂取されていた。しかし男女共に油脂，

乳，卵が穀類と遠いところに位置し，食事の中に取り

入れられていないことが今後の指導の課題であると考

えられた。

この地域で生まれ培われた米・魚・野菜を主体とし

た食生活に，乳・乳製品と油脂の摂取を推進されるこ

とが必要と思われる。油脂の摂取については現在の生

活環境の中で取り入れられ易い具体的な料理法の指導

が望まれる。
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表5 食物消費構造

魚・肉類

卵類

乳類

野菜類

果物類

穀類

芋類

さとう類

油脂類

アルコール類

漬物類

魚・肉類

卵 類

乳 類

野 菜 類

果 物 類

穀 類

デ" 類

さとう類

油 脂 類

アルコール類

漬 物 類

1.000 

0.109 1.000 

＊＊ 
0.061 0.266 1.000 

0.044 0.001 0.079 1.000 男(n=115) 

0.174 -0.015 0.026 0.070 1.000 
*: P <0.05 

＊＊ **: P<0.01 0.266 -0.061 -0.137 -0.037 0.145 1.000 
***: P <0.001 

＊ 
0.057 0.006 -0.010 -0.035 0.217 0.090 1.000 

0.037 0.136 0.151 *0.*29* 8 0.036 0.033 0.027 1.000 

0.180 0.090 0.049 0.189 -0.020 0.149 0.179 0.099 1.000 

0.185 0.032 0.062 -0.087 -0.003 0.136 0.070 -0.141 0.035 1.000 

＊＊＊ 
0＊.2＊ 76 1.000 0.096 0.076 -0.012 -0.114 0.192 0.364 0.105 -0.032 0.088 

魚・肉類 卵類 乳類 野菜類 果物類穀類芋類さとう類油脂類アルコール類漬物類

1.000 

＊ 
0.191 1.000 

0.068 0.126 1.000 

＊0.＊35＊ 5 ＊＊ 女(n=135) 
0.250 -0.007 1.000 

＊ ＊ ＊＊ 
0.218 0.216 0.159 0.267 1.000 

＊ ＊＊ 
0.164 0.190 -0.044 0.251 -0.019 1.000 

＊ 
0.155 0.182 -0.068 0.163 0.088 0.127 1.000 

＊＊ *** ＊ 
0.249 0.317 0.114 0.153 0.207 0.122 0.107 1.000 

*** 0＊.2＊ 67 0.076 0.345 0.144 0.163 0.015 0.131 0.161 1.000 

0.144 -0.041 -0.001 0.108 0.019 0.034 0.040 -0.005 0.029 1.000 

＊ 
〇.082 0.022 -0.055 -0.041 0.036 0.045 0.210 0.079 -0.138 0.113 1.000 

魚・肉類卵類 乳類 野菜類 果物類 穀類 芋類さとう類油脂類アルコール類漬物類

IV. まとめ
人病検診を行い，合せて食物摂取状況を調査した。結

果は次のとおりである。

鷹島町健康づくりの一環として高血圧者を対象に成 1) 食品群別摂取状況は，穀類（米），魚類，野菜
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表6 因子負荷量

男 女

食品群 第 1因子 第2因子 第3因子

漬 物 類 0.782 

野 舌木 類 0.596 

さとう類 0.412 0.559 

魚・ 肉類 0.543 

穀 類 0.378 0.509 

乳 類

果 物 類
子rr 類

油 脂 類 0.291 

アルコール類 0.309 

卵 類 0.308 

固 有 値 0.9647 0.8157 0.7982 

寄 与 率 22.2 18.8 18.4 

累積寄与率 22.2 41.0 59.4 

食品群 第 1因子 第2因子 第3因子

油 脂 類 0.639 

野 菜 類 0.415 0.576 

漬 物 類 ， 

子" 類

さとう類 0.264 

アルコール類

魚・肉類 0.269 0.440 

乳 類
‘‘’ 

卵 類 0.410 0.428 

穀 類 0.475 

果 物 類 0.290 0.319 

固 有 値 0.7881 0.7808 0.7259 

寄 与 ー玄ヤ•• 21. 7 n.5 20.0 

累積寄与率 21. 7 43.2 63.2 

野菜 I さとう

米
野菜 卵

油， 1

.•. ~ ~ .. 卵

魚さとう手

'LI魚果物 米 漬物 油

芋 アルコ1ール号L 果物

アルコール

男 女

図 4 食物消費の二次元空間図

類を除いては全般的に少なく，アルコール，漬物が際

立って多かった。

2) 調理形態は，漬物，汁物，生物，調理しない物

など和風の出現頻度が多く，油脂を用いた調理や加工

食品偏重はみられなかった。

3) 栄養素等摂取状況はエネルギーに過不足はな

く，たん白質，脂質ならびに微量栄養素に不足がみら

れた。食塩摂取量は男性 18.2g, 女性 16.9gであっ

た。

4) 血圧区分による栄養素等摂取充足率を比較する

高血圧群（男）で「減塩をしている人」のたん白質，

鉄，ビタミン B1が正常血圧群より低く，食塩摂取量

に差はみられなかった。 「減塩をしていない人」は正

常血圧群に比べ食塩摂取量が高かった。

5) 食物消費構造を決定する因子を抽出するために

主因子分析を行い，男性に素食因子と副食因子，女性

に洋風因子と和食因子がみられ，男性では野菜が米か

ら遠い位置にあり，組合せて摂取されていないことが
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特徴であった。
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